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ホームページ 
「川崎市育成会手をむすぶ親の会」で、検索してください。 

 

 

 

 

  育成会 かわさき 
                 知的障害者親の会 会報 №194 
                                ２０１９．８．１ 

 

 

会長あいさつ 
  

川崎市育成会手をむすぶ親の会  

                  会 長  美和 とよみ       

 

令和元年６月１日付で「川崎市育成会手をむすぶ親の会」の会

長となりました美和とよみと申します。微力ではございますが、

会の発展のために最善を尽くそうと思いますので、皆様のお力添

えをよろしくお願いいたします。 

 さて、当会は「障害があっても、安心して暮らせる共生社会の実

現」をめざして活動しています。障害があるから仕方ないということではなく、入所施設・

グループホーム・シェアハウス・一人暮らし・家族とともにと、それぞれの望む場所で生

き生きと暮らせることが大切です。それには多くの支援が必要です。先日の福祉大会でも、

支援者を増やす施策をぜひとも考えていただきたいと行政の方々にお願いしました。障害

特性を理解し、支えてくれる、そのような人が増えることを願っています。 
 

会員の皆様「困った～！」「たすけて～！」と声に出しましょう。 
 

ＳＯＳを出しても、期待した支援が受けられないこともあると思います。それを少しで

も本人にとって必要な支援が届くよう、行政や相談支援員あるいは施設の職員の方々が知

恵を出してくれると思います。また、そうでなくてはなりません。これこそ、先人の方々

が築き上げてくれた成果なのです。その成果に深く感謝しながら、当会は、会員の皆さま

のご意見を行政に要望していきます。 

私たちは、声を上げていかなければなりません。まだまだ親の会の活動が必要です。「も

う、親の会は必要ない」と言える日を目指して活動を進めてまいります。 

また、広報紙１９３号寄稿文の中で、小島副会長(全育連)も、おっしゃっているように、

楽しいところには人が集まると私も思います。笑い声が聞こえてくるような親の会にして

いきましょう。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

むすびになりますが、退任される結城前会長、宮澤前副会長、山田前会計の皆様におかれ

ましては、長年にわたり当会を支えてくださいましたことに感謝申し上げます。これから

もお導きくださいますようよろしくお願いいたします。 
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川崎市育成会手をむすぶ親の会第 7回総会 令和元年度(平成３１年度)定時総会 

 ５月３０日（木）地域福祉施設「ちどり」1階

に於いて開催しました。各支部から選出された

代議員と役員からなる構成員３２名のうち出席

者３２名（書面評決者３名含む）で、総会が成立

することが確認されました。また、各支部長、各

委員会委員長もオブザーバーとして参加し見守

りました。 

 議長に、宮澤明副会長が選出され、議事につい

て審議を行いました。 

《議事》 

第１号議案 会則の改正（案） 

①役員の選任について ②支部について ③運営委員会構成員について 

 第２号議案 平成３０年度事業活動報告（案） 

 第３号議案 平成３０年度決算報告（案）・会計監査報告 

 第４号議案 次期役員の選出（案） 

 ・会長 美和とよみ ・副会長 吉野明美 ・会計 梅田順子 ・書記 加藤敦子 

 ・会計補佐 三浦ひろみ・会計監査 相川隆俊・会計監査 浅川修一・相談役 結城眞知子 

 第５号議案 平成３１年度（令和元年度）事業活動計画（案） 

 第６号議案 平成３１年度（令和元年度）予算（案） 

 ＊議案は、賛成多数で全て可決承認されました。詳細は支部代議員にお尋ねください。 

最後に、関東甲信越ブロック大会・川崎大会の決算報告がありました。(吉野 明美) 
 

令和元年度要望事項（令和２年度予算要望）川崎市に提出 
１．特別支援学校卒業生在宅ゼロ施策の継続並びに通所施設などになじめず在宅で引きこ 

もりがちな人に対する支援の強化 

２．障害者の高齢化と家族の高齢化に向けた取り組み  

（１）24時間切れ目なく安心して暮らせるよう、終の棲家としてのグループホームの充実 

（２）65歳以上の障害者相談窓口として地域包括支援センターの機能拡充 

（３）介護保険事業所が共生型サービス事業所となる時は障害者介護を十分理解すること 

３．地域で安心して暮らすことのできるバックアップ機能の充実 

（１）短期入所施設(ショートステイ)の拡充、ミドルステイの創設 

（２）特別割引用交通系ＩＣカード導入のための積極的な働きかけ 

（３）通所先の利用時間が長く使える制度作り、さらには特別支援学校卒業後も夕方支援 

….が受けられる受け皿の整備 

（４）安定して継続的な支援が受けられる施設職員体制と事業所の安定運営の整備 

（５）セルフプランによらないサービス等利用計画の作成 他 

４．障害者の所得保障 年金の保証・工賃が増える施策と企業への障害者理解の啓発と合 

理的配慮の徹底、就労支援制度の拡充 

５．法人成年後見制度の推進 

６．災害時の支援 災害時に必ず見守れる体制作りと一次避難所と二次避難所の在り方 

７．その他 

（１）南部地域にグループホーム新設、特に重度障害者のグループホーム新設 

（２）親が安心して入院できるようミドルステイの創設 

（３）医療的ケアが必要な重度知的障害者にも市立病院の短期入所が利用できるように 

（４）幸区、多摩区、麻生区に地域生活支援拠点施設の早期建設 
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退任のあいさつ                   前会長  結城 眞知子     

 この度、任期満了に伴い、川崎市育成会手をむすぶ親の

会の会長を退かせていただきました。私の力量不足にもか

かわらず、皆様の温かいお力添えをもちまして、何とか務

めさせていただくことができました。ここに厚くお礼を申

し上げます。 

 会長在任中に「第５２回手をつなぐ育成会関東甲信越大

会 川崎大会」を開催できましたことは、忙しく大変では

ありましたが充実した日々でした。また、同じ目標に向か

って、力を合わせる機会に恵まれたのは、とても貴重な経験でした。改めまして、協力し

てくださった皆様に深く感謝申し上げます。 

 現在は忙しかった役員の頃とはまた違う、穏やかな充実感があります。 

 これからも「共生社会の実現」に向けて様々な活動を通して邁進してください。 

川崎市育成会手をむすぶ親の会ならびに新会長の美和さんをはじめとする関係者の皆様

の一層のご活躍とご発展を心からお祈り申し上げ、退任のご挨拶とさせていただきます。                           

 

  前副会長  宮澤 明  

 私は、退職後、妻の代理で、ある会合に出席したことから、障害者活動にかかわり、地

福協・育成会で多くのことを学ばせていただきました。思い起こせば、子どもが保育園の

時、原因不明の病気で医療機関を訪ね歩いたのですが、人づてに難病であることがわかり

ました。当時は、ドクターでもその病気を知らない人がいる時代でしたが、患者の会にた

どり着くことができて、当事者団体の存在がいかに大切で、必要とされているのかを実感

しました。育成会も全国組織の親の会です。社会的にも、家族にも必要とされ、心のより

どころとなっていると思います。 

 障害者の歴史においては、差別や人権無視などもありますが、差別解消法の成立でやっ

と合理的配慮といった環境づくりの端緒についたのではないでしょうか。 

また、グループホームの世話人を定年まで務めましたが、兄弟ではなく、親子でもない、

そして家族でもないという矛盾した関係に考えさせられた日々でした。現在、8050問題が

取り上げられていますが、共生社会に向かうためにも、国政や地方政治にも関心を持って、

情報を共有し、励まし合っていかなければならないと思います。 

 皆様、長い間お世話になりました。今後とも育成会の発展を祈念します。 

 最後に、時にはお父さんたちとも交流の機会を持ちたいですね。 

 

  

ガンバ！川崎市育成会！！                   前会計  山田 勝子   

 今年度の総会をもって退任をいたしました。振り返りますと、昭和の終わりに地福協の

評議員となり、現在の（社福）ともかわさきの設立や短期入所事業所「ライブリー」の準

備委員会に携わらせていただきました。息子が養護学校の時代の頃です。その後、一期の

予定でお引き受けをし、今日に至ります。各所への要望活動や相談員・福祉有償運送・関

東ブロック大会・大都市問題・民生委員児童委員との懇談会など・研修会など

で多くのことを学びました。中でも、余暇活動において海水訓練と緑陰訓練や

宿泊レクなどに２０年以上に渡って親子で参加させていただいたことも、楽し

い思い出です。皆様にご協力いただき続けられたことに感謝しております。会

の益々の発展をお祈りいたします。 

皆様、長い間 ありがとうございました。 
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令和元年度（平成３１年度）川崎市育成会手をむすぶ親の会 役員の紹介 
 

  

 前列左から  副会長  吉野 明美 

         会 長  美和 とよみ 

         会 計  梅田 順子 

  後列左から  書 記  加藤 敦子 

         相談役  結城 眞知子 

         会計補佐 三浦 ひろみ 

 

    どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

令和元年度（平成３１年度）川崎市育成会手をむすぶ親の会 支部代表者の紹介 

支部名 氏 名 住 所 電話番号 

川崎支部 加藤 敦子 川崎区藤崎 ２１１－４７２４ 

幸 支部  角田 三津子 幸区下平間 ５２２－３１２８ 

中原支部 西澤 知子 中原区市ノ坪 ４３３－０６６２ 

高津支部 太田 理佐 高津区新作 ８７７－２１３４ 

宮前支部 小澤 千枝 宮前区土橋 ０９０－９２３３－１６２７ 

多摩支部 神田 明子 多摩区登戸 ０８０－３２１３－９０５２ 

麻生支部 黒瀨 晶子 麻生区片平 ９８６－９８６９ 

田島支援学校支部 佐藤 梨乃 川崎市藤崎 ２４５－８５４１ 

中央支援学校支部 鈴木 佳子 多摩区宿河原 ９１１－７５８２ 
 
令和元年度（平成３１年度）川崎市育成会手をむすぶ親の会 委員の紹介 

 余暇活動 

委員会 

研修事業推進 

委員会 

広報 

委員会 

権利擁護 

委員会 

川崎支部 
〇近藤・安達 

山本 

加藤・齋藤 

松本 

安達・小西 阿部・山之端 

幸 支部 ◎角田 三浦（ひ） 〇髙山・仁尾 ◎仁尾 

中原支部 福田 菅井  西澤 

高津支部  ◎太田 ◎三浦（ル） 〇森・三浦（ル） 

宮前支部 岩見  小澤 門間 

多摩支部 〇添田 〇神田 神田 〇中村 

麻生支部 小林 磯・小林 

(黒瀨) 

 熊谷 

田島支援学校支部    島田  

             ◎は委員長、〇は副委員長 

 

＊ 運営委員会は役員、支部代表、各委員会委員長で開催します。 
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令和元年 川崎市心身障害児者福祉大会 

６月２２日（土）１３時より川崎市総合自治会館に

て、川崎市心身障害児者福祉大会がされました。“障

害のある人もない人も共に生きる川崎の街に”をス

ローガンに、第１部は式典、第２部は野澤和弘氏をお

招きして講演会が行われました。 

 

 

大会宣言 
 

本大会スローガンである “ 障害のある人もない人も共に生きる川崎の街に” 

を実現するため、ここに集う方々とともに考え、よりー層の努力をしていくこ

とを誓い、次の事項をここに決議する 

 

１．住み慣れた地域で、安心・安全に暮らし続ける 
  

川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョンに「誰もが住み慣れた地域や自ら望 

む場で安心して暮らし続ける」と書かれています。 

障害のある人にはライフステージに応じた、さまざまな支援が必要です。支援 

者やヘルパー不足は今後ますます深刻になります。 障害特性を理解し支援できる 

人材育成策が着実に実施され、住み慣れた地域で、安心・安全に暮らせることを 

望みます。 

また、高齢者・障害者など個々の支援ではなく、家族を一つとした支援体制の 

構築を望みます。 

誰もが SOSを出せるような、地域でのみまもり体制の充実、相談支援の充実を 

強く望みます。 

 

２．地域の一員として共に暮らしてあたりまえとなるよう啓発を進める 
 

ともに生きる社会の実現をめざして制定された「ともに生きる社会 かながわ憲 

章」に、偏見や差別の排除が謳われています。 

監視ではなく、優しい見守りが大切です。障害があってもなくても、ともに認 

め合い、助け合う地域社会を目指し、障害理解と個の尊重の啓発を進めてくださ 

い。親の会も、ともに啓発を進めてまいります。 

（仮称）「川崎市差別のない人権尊重のまちづくり条例」制定にあたって、障害 

のある人を置き去りにしないでください。人権尊重のまちづくり、共に生きる社 

会の実現を目指して、ともに考えていくことを強く望みます。 

 

 

令和元年６月２２日 

 

                令和元年川崎市心身障害児者福祉大会実行委員会 
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 市長祝辞                 
川崎市長  福田 紀彦  

皆さんこんにちは。ご紹介いただきました、福田でございます。 

来賓の方々、日頃から川崎市の障害者の福祉に大変なご尽力をいた

だいておりますことに、心から感謝を申し上げたいと思います。 

 そして、三つの親の会の皆様方に、長年にわたって障害者の障害特

性の理解や、あるいは障害者の社会参加の啓蒙に、ご尽力いただいて

きましたことに、心からの敬意と感謝を申し上げたいと思います。 

今、会長さんからお話がありましたように、助けて欲しいと声をあ

げることは、とても大事なことだと思います。そして、それを受け入

れ、受け止められる行政、地域社会があるかが、誰にとっても住みやすい街になることだ

と思います。最近、「川崎は人口が伸びていて、すごく住みやすくなってきたね。」と、言

われます。良い街だということですが、本当の意味での暮らしやすさ、ずっと住み続けら

れるかというのは、地域包括ケアシステムをはじめとした地域社会の仕組みが、気持ちが、

皆そうなっているか、ということにかかっていると思います。それがちゃんとできた時に、

初めて私たちの街は本当に良い街になったと言えるのだと思いますが、まだまだ道半ばで

す。そういった意味で、三団体の皆さんをはじめ、関わっている皆が、知恵を出し合い、

いろいろな力を重ね合わせて、その取り組みをしていかなくては、と心から思います。 

先週、私は川崎市内のある小学校に視察に行きました。最近外国人の小学生や子ども達

が非常に増えていて、言葉の壁があるということで、日本語教育がどうなっているかとい

う取り組みを見に行きました。クラスで、違う別室で日本語を勉強することと、クラスの

中でサポートして学ぶという機会、両方見ました。一つのクラスに、何人かの外国人がい

て、それを先生あるいはボランティアがサポートする。同時に、軽度の知的障害のお子さ

んがいると、また違う方がサポートしている。教室の中で、３人から４人の大人（先生）

がサポートしています。いろいろなサポートが必要とされている所に、いろいろな人が関

わっている。そのことを、子ども達はごく普通に捉えていました。後で、校長先生にその

話を聞きましたら、「これは、仕組みというものがとても大事で、その仕組みを子ども達が

どう受け止めるか、その環境というものをどう理解するか、の方が実はとても大事です。

うちの学校には、不登校もそしていじめもありません。」という話がありました。「みんな

違って良いって、それは当然だよね。」という感覚がこの学校ではすごくできていました。

ですから、何らかの障害がある、あるいは、言語的にバリアがある。こういった違いがた

くさんあること、それが当たり前だという環境がここではできている。だから、差別的な

意識もないし、偏見もないからいじめもおきない、行きやすいから不登校もおきない、と

のことでした。これは、学校の一つのクラスの事例ですが、世の中全体がそういう全ての

違いを受け止められるようには、まだまだなっていないと思っています。 

今回、市議会に「川崎市差別のない人権尊重のまちづくり条例」素案というものを、出

させていただくことになっています。最近はとかく「ヘイトスピーチ」のことが非常に取

り上げられますが、今回の条例は｢ヘイトスピーチ｣だけのことではありません。すべての

人権について捉えています。川崎市で、不当な差別などが起こらないように、ということ

を明確にして、市民の総意で作っていこうということです。ですから、障害者も含まれる

全てのことです。そういった街づくりをしていきたいな、と思っていますので、どうか皆

さん、お力添えを、またお気持ちを寄せていただければ、と思っております。 

繰り返しになりますが、三団体の皆様の活動に心から敬意を表し、今日お集りの皆さん

でさらに高みを目指して頑張っていこうということに、私どもも、その責任を果たして参

りたいと思っております。今日は本当におめでとうございます。 
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福祉大会第２部・講演会 
テーマ：「地域における障害福祉の現状と課題」～親の想いと子の気持ち～ 

講 師：野澤 和弘 氏（毎日新聞 論説委員社会保障担当） 

                     

今大会では、毎日新聞論説委員の野澤和弘氏をお招きして、講演

会を開催しました。自閉症のお子様をお持ちの野澤さんは、いじめ、

引きこもり、薬害エイズ、児童虐待、障害者虐待など、たくさんの

社会問題に取り組まれています。その中から今回は、この１５年で

国内の様々な法律が改定され、障害者支援の内容も予算も充実して

きていることや、福祉施設での事例、ご自身の息子さんとの体験談

など、障害者の思いや支援について話してくださいました。   

中でも印象に残っているのは、強度行動障害のある人の気持ちに

寄り添い、身体拘束しない方法を模索して音楽療法にたどり着き行動障害が改善された話

です。スタッフの方々の自傷行為の原因を突き詰めていく姿勢には、敬服させられました。 

また、優秀な東大生の中から障害者施設に就職した方がいる話をされ、日本の学生も捨

てたものではないとも語られました。その方は、学歴社会の頂点である東大合格を手にし

たことでその先の目標が見えなくなったそうですが、野澤さんを通じて知り合ったＡＬＳ

の患者さんとの出会いを機に福祉の仕事に魅力を感じ、内定の就職先を全て断り障害者施

設に就職したそうです。    

この話は、親亡き後、子どもを家族以外の誰かに支えてもらわなければならない立場の

私には一筋の光に思えました。日本の将来において障害者自身の幸福を追求する支援を望

むとき、たくさんの若い力に助けてもらうことになるでしょう。いつか、先述の方のよう

に、障害者支援に関わることが東大生の目指す道となるとよいなと思います。様々な視点

から、息子の将来にうれしい希望を見出せた講演会となりました。   （小西 真弓） 

 

『おしゃべり塾』～「障害基礎年金」について～ 
権利擁護委員会委員長  仁尾 智都子 

 ６月１３日（木）地域福祉施設「ちどり」において、『おしゃべり塾』を開催しました。 

参加者は２１名でした。今回は、「障害基礎年金」の申請について３人の方から実際の手続

きについて伺いました。申請の相談は２０歳の誕生日の３ヶ月まえから各区の年金課でで

きるそうですが、２０歳の誕生日を過ぎてからでも申請できるので諦めないでくださいと

のことでした。また、申請には、「病歴・就労状況等申立書」の提出が必要ですが、その記

載の仕方や必要となる書類についての説明があるので、最初に年金課に相談に行くときは、

時間に余裕があるときにした方がよいそうです。それから、後日、

申請時の内容を確認する必要が出てくることがあるので、申請書や

診断書はコピーをとっておいた方がよいとの情報も提供されました。                 

現在、権利擁護委員会では、「あんしんノート」を記入しやすくす

るための改訂を進めています。また、知的障害のある人への理解と

支援を広げるために、「かわさきキャラバン隊」も立ち上げました。

（詳細は、メンバー募集のチラシをご覧ください。） 

次回の『おしゃべり塾』の開催は未定ですが、これらの活動と連

携しながら進めて行きますので、お気軽にご参加ください。お待ちしています。 

※「障害基礎年金」の申請手続きについて、詳しいことをお知りになりたい方は、お近

くの日本年金機構か各区の年金課にお尋ねください。 
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支 部 通 信 

おしゃべり多摩                     多摩支部  神田 明子    

５月２７日(月) 福祉パル多摩研修室にて行いまし

た。社交ダンスの先生や座間の育成会の方も来てくだ

さってとても楽しく語り合いました。 

子どもにいろいろな体験をさせてみたいと常日頃思

っていましたので、社交ダンスの情報は興味をそそら

れました。 

親子の高齢化に伴って私たちが受けられる福祉サー

ビスは何があるのかという情報交換や他市のサービスなどをおしゃべりしました。 

「おしゃべり多摩ここだけの話」という感じの話題もありとても得した気持ちになりま

した。次回は７月１８日（木）１０時３０分より福祉パル多摩で行います。参加者を限定

していませんので皆さまどうぞいらしてください。 
 

 

第１９回多摩ふれあいまつり              多摩支部  神田 明子   

６月１６日(日) 多摩区総合庁舎にて行われた第１９

回多摩ふれあいまつりに参加しました。障がいのある方

やボランティアの団体・グループの活動紹介、展示品の

販売があり、ワークショップやゲームなどいろいろな企

画にも参加できます。 

多摩支部は活動紹介とパネル展示を行っています。各

会場で行われているスタンプラリーやボッチャ体験、つ

りゲームなどに参加し、時に本気で対戦しました。息子は大ホールのコンサートで一緒に

歌ったり手拍子をしたり大いに楽しんでいました。 

前日は大雨で心配したのですが、当日は快晴に恵まれ、とてもいいお祭りでした。 

 

 

高津わいわい茶話会                 高津支部  三浦 ルイ子 

 ６月６日（木）高津わいわい茶話会を福祉パルた

かつで行い、１４名の出席がありました。 

はじめに、薬剤師の方をお招きして、「意外と知

らない！？くすりのこと、薬局のこと」をテーマに

お話を聞きました。気軽に相談できる場所として、

地域の薬局・薬剤師さんともつながりを持ちたいと

思いました。 

 また、出席された美和会長からは、６月２２日（土）に行われた「川崎市心身障害児者

福祉大会」への参加の呼びかけと全国手をつなぐ

育成会連合会発行の機関誌「手をつなぐ」の紹介

と購読のお願いをしていただきました。 

 久しぶりの茶話会におしゃべりも弾み、予定の

時間を超えましたが皆さまと楽しい時間を過ご

すことができました。 
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川崎支部日帰りバス旅行（山梨のさくらんぼ狩りと FUJI フルーツパーク） 

川崎支部  阿部 多賀子 

６月１５日（土）山梨のさくらんぼ狩りと FUJIフルーツパークへ行

ってきました。参加人数は４４名で、初めて申し込んだ方も数組いら

っしゃいました。あいにくの雨でしたが、ハウス内は

広く、車イスの方の移動もスムーズでした。 

赤く大きく充分に熟したさくらんぼを、次々摘んで

は食べ、種はその場に捨てて良いということでしたの

で、皆さん、お行儀を気にせず楽しめました。 

 FUJIフルーツパークでの昼食は、せいろ蒸し４段の

お料理。大変美味しく、贅沢な 1日となりました。 

 

令和元年度支援学校支部・今後の行事予定 

【田島支援学校】              【中央支援学校】 

 １１/ ２（土）学習発表会（小中学部）    ９/２８(土) 第８回きらめき祭 

    １６（土）  〃  （ 高等部 ）   １１/１６(土) 中央支援まつり 

    ２/１３（木）作品展・製品販売       １/２４(金) 第８回さくら祭 

  ３/ ６（金）高等部卒業式           ２５(土)       〃 

    １３（金）小中学部卒業         ３/ ６(金) 高等部卒業式 

    ２５ (水) 修了式              １３(金) 小中学部卒業式 

                                                ２５(水)  修了式 

   

 

研修会のお知らせ 
  川崎市の取り組み「知的障害者ができることを見つける、支援する」 

   日時: 令和元年１０月２１日(月) １０:１５～１２:００ 

   場所: てくのかわさき ２階 てくのホール 

      講師: 川崎市健康福祉局障害保健福祉部障害者雇用・就労推進課 

                      担当係長 平井 恭順 氏 

       社会福祉法人 青い鳥 横浜東部就労支援センター 

                                                林 裕美 氏 

 

 

ふれあいバザールみぞのくち（ふれあい製品展示即売会）開催のお知らせ 

 日時 令和元年１１月１４日（木）１０時～１８時 

  場所 ＪＲ南武線 武蔵溝ノ口駅改札外 南北自由通路   

 

 

 

  やまゆりとの共催研修会のお知らせ 

    「合理的配慮」とは？  ～さまざまな場面での具体例から考える～ 

    日 時：令和元年１１月２０日（水）１０：１０～１２：００ 

    場 所：てくのかわさきホール ２Ｆ 

    講 師：白梅学園大学こども学部発達臨床学科 教授 堀江 まゆみ 氏 
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第４５回 かわしん ふれあい市場 
 ５月１７日（金）川崎信用金庫本店にて、ふれあい市場が開催され

ました。手作り小物やお菓子、パンなど様々な商品が売られていまし

た。障害者のある人が作成し工夫を凝らした商品を見て、どの位の時

間と手間がかかっているのかと思うと値段以上の価値を感じました。 

機織りをした生地を作成し、バッグや小物などの製品にし、販売し

ている作業所では、機織り機を展示していて機織り体験をさせてくれ

ました。糸の質や色、織り方の強弱で風合いが変わり個性が出るもの

だと感心しました。 

令和初のふれあい市場は天候にも恵まれたくさんの方に足を運ん

で頂きました。皆様、次回は是非いらしてください。 （小西 真弓） 

 

緑陰訓練のお知らせ     
実施日：令和元年９月２８日（土）         

行 先：茨城県 筑波宇宙センターとめんたいパーク大洗&ぶどう狩り  

詳しくは、すでに配布されているチラシをご覧ください。 

 

                                                      

第４６回 かわしん ふれあい市場開催のおしらせ 

   開催日 令和元年１０月１８日（金） １０時 ～ １５時 

   場 所 川崎信用金庫本店１階 ロビー及びふれあい広場 

     ふれあい製品の展示・販売を行います。皆さま、是非おでかけください。 

 

                                                   

令和元年度 年末たすけあい運動 

『慰問金（見舞金・支援金）』の申請について 
 毎年、地域の社会福祉協議会では「年末たすけあい運動」で寄せられた募金を、申請の

あった対象世帯に配布しています。川崎区『支援金』、幸区『慰問金』、中原区『見舞金』、

高津区『見舞金』、宮前区『見舞金』、多摩区『慰問金』、麻生区『慰問金』という名称で届

けられています。ご本人が在宅で生活されていて、療育手帳Ａ、身体障害者手帳１・２級

の方などが対象（入所やグループホーム、長期入院の方は対象外）で、１０月末ごろに申

請期限を設定している区が多いようです。 

 また、私たちにとってとても重要なことは、この配分金を各世帯に届けてくれるのが、

その地区担当の民生委員さんということです。手続きが大変とか、そのくらいなら別に…、

と思われる方もいらっしゃるとは思いますが、日頃、接触の少ない民生委員

の方と知的障害者世帯が、「ここにいます」とお互いに認識し合うことは地

域で生きていくための大切な機会だと思います。申請時期、配分金額、対象

資格、名称など、それぞれの区の社会福祉協議会で違いがあります。詳しい

ことは、早目にご自分の区社協に問い合わせてみてはいかがでしょうか。 

 

賛助会費(敬称略・順不同)                             

結城 眞知子  川崎区藤崎  20,000円  吉田 美智子  中原区苅宿  5,000円 

池田 信哉   中原区西加瀬  5,000円  吉野 謙二   中原区市ノ坪 5,000円 

三浦 恭伸   幸区南加瀬   5,000円  市田 榮重   多摩区菅城下 5,000円 

※1,000円以上の方を記載しています。                       
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＜各種会議、行事＞ 

 ４月２２日（月） 第１回権利擁護委員会 地域福祉施設「ちどり」 

   ２３日（火） 第１回広報委員会 地域福祉施設「ちどり」 

   ２４日（水） 第１回余暇活動委員会 地域福祉施設「ちどり」 

 ５月 ７日（火） 三役会議 地域福祉施設「ちどり」   

   １０日（金） 第２回余暇活動委員会 地域福祉施設「ちどり」 

   １３日（月） 第１回研修事業推進委員会 地域福祉施設「ちどり」 

   ２２日（水） 第２回広報委員会 地域福祉施設「ちどり」 

   ３０日（木） 第７回定時総会 地域福祉施設「ちどり」 

 ６月 ４日（火） 第２回権利擁護委員会 地域福祉施設「ちどり」 

   １２日（水） 三役会議 地域福祉施設「ちどり」 

   １８日（火） 第３回運営委員会 地域福祉施設「ちどり」 

   ２２日（土） 令和元年心身障害児者福祉大会 総合自治会館 

   ２８日（金） 第３回余暇活動委員会 地域福祉施設「ちどり」 

 ７月 ３日（水） 三役会議 地域福祉施設「ちどり」 

   １０日（水） 三役会議 地域福祉施設「ちどり」 

   １６日（火） みらいとの意見交換会 市役所第２庁舎 

   １７日（水） 第４回運営委員会 地域福祉施設「ちどり」 

<対外行事> 

５月１５日（水） あやめ会総会 川崎市総合福祉センター 

   １７日（金） かわしんふれあい市場 川崎信用金庫本店 

   ２０日（月） 第１回障害者団体部会 川崎市総合福祉センター 

   ２０日（月） やまゆり知的障害児者生活サポート協会研修委員会 県民サポートセンター 

   ２２日（水） 関東甲信越ブロック代表者会議 浦和コミュニティーセンター 

   ２８日（火） 県障害児者団体連絡協議会運営委員会 県社会福祉会館 

   ２８日（火） やまゆり知的障害児者生活サポート協会理事会 県民サポートセンター 

 ６月 ３日（月） やまゆり知的障害児者生活サポート協会総会 県民サポートセンター 

   ２０日（木） 障害者支援区分認定審査会（市合議体） ソリッドスクエア 

   ２１日（金） 育桜福祉会評議委員会 育桜福祉会事務局 

   ２５日（火） 全国手をつなぐ育成会連合会２０１９年度定時総会 プラザ八重洲北口 

   ２７日（木） 川崎市社会福祉協議会評議員会 川崎総合福祉センター 

 ７月 ７日（日） 川崎市身体障害者福祉大会           多摩市民館 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和 1 年 7 月 1 日現在ご加入者は 9,230 余名です。毎月 1 日付で加入できます。今年度もご加入よろしくお願いします。 

川崎市育成会手をむすぶ親の会活動報告 
《平成３１年４月２２日～令和元年７月１７日まで》 
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私たちの広場(スポーツの会)        
令和元年６月３０日（日）川崎市立中央支援学校の体育館で

スポーツ大会を行いました。 

今年の種目はボッチャとバドミントンです。ボッチャをやっ

た事ある人が半分以上いる中、３人ずつの４チームに分かれて

トーナメント形式で行いました。玉を投げる回数が増すのにし

たがって、皆さんコツをつかんで、的の白いボールの周りに、

投げた青・赤のボールが何個も囲む場面が増えてきました。投げる前に「フゥー」と一呼

吸置き、集中してボールを投げる真剣な眼差しが印象的でした。決勝戦の後、調子が上が

って来たので、対戦した事のないチーム同士で再試合をしました。

「ボッチャは難しかったけど、楽しかった。」との感想が聞かれまし

た。一旦休憩し、バトミントンをしました。最初はシャトルを自分

で何回も上に打ち、感覚を掴んでから、近くにいる人とラリーをし

ていました。皆さん額に汗しながらシャトルを追いかけていて、身

体も心もリフレッシュしたいい一日になったと思います。（事務局） 

 

今後の予定 

８月２５日(日) 第４回実行委員会   １月１２日(日) 第７回実行委員会 

９月 ８日(日) 日帰り研修会     ２月 ９日(日) 料理教室/てくのかわさき 

１０月１３日(日) 第５回実行委員会            調理実習室(使用予定) 

１１月１０日(日) 講演会(勉強会)    ３月 ８日(日) 第８回実行委員会 

１２月 ８日(日) 第６回実行委員会/忘年会 

  問い合わせ、申し込みは、ともかわさき事務局分室 電話 044-812-2966まで 
 

編集後記 
 ６月より、当会は新体制でスタートしました。広報委員会にもフレッシュなメンバーが

加わりました。これからも、広報紙・ホームページ・Facebookなどを通して、読みやすく、

解りやすく、知りたい情報などを発信していきたいと思います。     (三浦 ルイ子) 
 

 

Ｐ.１ .... 美和新会長あいさつ 

Ｐ.２ .... 第７回総会報告／令和元年度要望事項（令和２年度予算要望） 

Ｐ.３ .... 退任あいさつ 

Ｐ.４ .... 役員紹介／支部代表者の紹介／委員の紹介 

Ｐ.５ .... 福祉大会大会宣言 

Ｐ.６ .... 福祉大会市長祝辞 

Ｐ.７ .... 福祉大会第２部／おしゃべり塾 

Ｐ.８ .... 支部通信 

Ｐ.９ .... 支部通信／研修会のお知らせ／ふれあいみぞのくちバザール/やまゆり研修会のお知らせ 

Ｐ.10 .... 第４５回かわしんふれあい市場・次回おしらせ／年末慰問金申請／賛助会費／ 

緑陰訓練のおしらせ 

Ｐ.11 .... 活動報告／やまゆり広告 

Ｐ.12 .... 編集後記／もくじ 
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